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○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 起業学 （Theory of Entrepreneuring） 到達目標の観点 到達目標

2025年度 授業シラバスの詳細内容

25点
単位数 2 　配当学年 / 開講期 2 年 / 後期

ナンバリングコード A20206　B20309
　大分類 / 難易度
　科目分野

教養基礎（教育）科目 / 標準レベル
【関心・意欲・態度】 起業への関心を高め、起業についての意欲を持つ。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

起業の歴史、実際のベンチャー企業への理解を深めるととも
に、起業に関する会計などの周辺知識を習得する。

選択

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・ 
　コミュニケーション】

課題（レポート）の記述を通して、論理的な表現能力を高め
る。 30点

20点

経営学分野、マーケティング・流通分野、会計ファイナンス分野各科目

授業コード A028352 　クラス名 -

担当教員名 長﨑　浩介、橋本　堅次郎、山城　興介、小久保　雄介

（３）アクティブ・ラーニング 「該当なし」

履修上の注意、
履修条件

すべての授業をオンライン（オンデマンド動画配信）方式で行います。教室は使用しません。
動画、授業資料及び課題は、すべてGoogleクラスルームを通じて配信します。
課題（レポート）の提出はオンラインで行い、課題の期限内提出をもって出席を認定します。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
　毎回の授業において課題レポートを課します。
　成績評価は、課題の提出状況及び記述内容により行います。期末試験は行いまけん。
　課題の提出回数が13回未満の者には、単位を認定しません。
　課題へのフィードバックは、次回以降の授業において行います。

教科書

【思考・判断・創造】 起業に関する学びを通して、思考・判断・創造力を高める。 25点

指定しません。
レジュメ、スライドなどを使用します。

参考文献及び指定図書 授業中に随時紹介します。

関連科目

地域志向科目 カテゴリー Ⅲ：地域における課題解決に必要な知識を修得する科目

実務経験のある教員に
よる授業科目

自治体職員（長﨑）
百貨店及び婦人服専門店における営業、販売促進、商業施設開発、グループ企業再建／コンサル
タント企業における経営指導／食品企業における上場担当取締役、管理本部長／内装企業におけ
るフランチャイズ展開企業支援／アミューズメント企業における商圏開発／個人事業主として起業
（橋本）

○その他

授業の目的

「その他」欄（代表教員からのメッセージ）参照 【代表教員からのメッセージ】
　今、起業が注目されています。

　グローバル化やテクノロジーの進展など社会の変化が加速する現代にあって、起業は、新しい産業や就業の機会を創造
するとともに、経済成長をもたらす大きな原動力でもあります。ですから、社会は今、新しいビジネスを創造して社会に変革
をもたらす「起業家精神」を持つ人材を求めています。国や地方自治体も、さまざまなアプローチで起業を積極的に支援して
います。

　起業が注目されているもうひとつの理由は、我が国の高齢化です。「人生100年時代」という言葉は、決して中高年だけに
向けたものではありません。若い皆さんこそ、長い人生をどう生きるのかを考えなければなりません。

　これまでは、１つの組織（会社）に所属し続け、自分のキャリアのすべてをその中で実現することが当然と考えられてきまし
た。しかし、人生が長くなる一方で、社会の変化やビジネスの入れ替わりが激しくなると、人生の中でたびたび大きな環境の
変化を経験することになります。１つの組織に所属するだけでなく、多様な選択肢を用意しておく必要があるでしょう。起業
は、その有力な選択肢となります。
　
　この授業でお伝えしたいことは、学生の皆さん全員に起業してほしいということではありません。実際に起業するにせよ組
織に属するにせよ、自分の人生を、起業家マインドをもって自律的にデザインしてほしいということです。

　この授業では、理論・実務・実践それぞれの立場から「起業」のマインドとノウハウにアプローチします。

【授業担当教員】（授業順）
長﨑 浩介（経営経済学科）、小久保 雄介（経営経済学科）、橋本 堅次郎 （学長）、山城 興介（経営経済学科）

授業の概要

　授業の進め方、課題提出の方法、成績評価の方法等については、第1回授業で説明します。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「オムニバス方式」



科 目 名 授業コード A028352 科 目 名 授業コード A028352
担当教員 担当教員

１. 9.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

２. 10.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

3. 11.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

4. 12.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

5. 13.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

6. 14.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

7. 15.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

８. 16.

（約2.0h）
（約2.0h）

2025年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

なぜ起業を目指すのか【長﨑】 中小企業の新規事業開発【小久保】

○授業計画
起業学 （Theory of Entrepreneuring）

○授業計画
起業学 （Theory of Entrepreneuring）

長﨑　浩介、橋本　堅次郎、山城　興介、小久保　雄介 長﨑　浩介、橋本　堅次郎、山城　興介、小久保　雄介

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習 講義を聞いて感じたこと、印象に残ったこと、今後生かしたいことなどを課題にまとめましょう。

スタートアップとは何か？／スタートアップ事例研究【長﨑】 第二創業とは何か？／第二創業事例研究【長﨑】

　この授業では、国や地域社会が起業を促進しようとする背景と、個人、特に若者が起業を目指すことの意義を学びます。起
業が新たな産業や雇用を生み出し、社会課題を解決することで、経済全体を活性化させる重要な役割を担っていることを理
解します。同時に、起業が自己実現の機会であり、総合的なスキルアップに繋がる、魅力的なキャリア選択肢であることを考
察します。起業が「社会」と「個人」双方にどのような価値をもたらすかを多角的に考えます。

　起業をする上で”売るもの”がないと商売になりません。商品（製品・サービス）を開発する際にしばしば経験、勘、度胸で行
われ、売れない商品が作られ、販売しても売れず廃業といったケースがよく見られます。この授業では、特に中小企業に焦
点を当てて、そのような問題が起きないように効率よくヒット商品を作る方法について考え方、方法を学習します。

予習 日本国内におけるスタートアップ企業について、各自でピックアップする。 予習 （新）商品開発をキーワードに、どのような技法があるかを調べてみましょう。

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習

起業と資金調達／ベンチャーキャピタル【長﨑】 地域発事業創造におけるファイナンス【長﨑】

　この授業では「起業」と「スタートアップ」の違いを明確にし、社会におけるスタートアップの意義と役割について理解を深め
ます。イノベーションの創出や社会課題の解決といった観点から、身近なサービスや企業の具体例を通して、スタートアップ
が私たちの生活や経済にどのような影響を与えているかを学びます。授業を通して、学生の皆さんが「新しい価値を生み出
すこと」への興味を持つことを目指します。

　この授業では、「第二創業」が持つ意義と、その具体的なプロセスについて学びます。既存事業の課題を乗り越え、新しい
ビジネスモデルへと転換する企業のダイナミズムを、乾燥剤の通信販売から製菓材料のeコマースへと業態を転換した株式
会社cottaのケーススタディを通して考察します。経営者の代替わりを機に、いかに既存の経営資源やノウハウを活かして事
業を再構築するのかを理解し、企業が持続的に成長するための戦略的思考を養います。

予習 日本国内におけるスタートアップ企業について、各自でピックアップする。 予習

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習

スタートアップのための経営戦略①【長﨑】 NBU出身若手起業家インタビュー①【橋本】

　この授業では、起業に必要な資金調達の多様な方法について学びます。自己資金、銀行融資、クラウドファンディングと
いった一般的な方法に加え、スタートアップにとって特に重要なベンチャーキャピタル（VC）の役割に焦点を当てます。VCが
単なる資金提供者ではなく、経営支援やネットワーク提供を行う「成功へのパートナー」であることを理解し、資金調達が事業
成長にどう影響するかを具体的な事例を交えながら考察します。

　この授業では、地方銀行などの地域金融機関が創業支援にどのように関わっているかを学びます。単に資金を提供するだ
けでなく、事業計画の策定支援や専門家とのネットワーク構築といった、起業家に伴走するパートナーとしての役割を理解し
ます。併せて、起業家として知っておくべき基本的な金融リテラシーについても触れます。地域金融機関と金融経済教育推
進機構(J-FLEC)の担当者をお招きし、具体的な事例を通して実践的な知識を習得することを目指します。

予習 企業の資金調達の方法にどのようなものがあるか、ベンチャーキャピタルとは何か、事前に調べる。 予習

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習 講義を聞いて感じたこと、印象に残ったこと、今後生かしたいことなどを課題にまとめましょう。

スタートアップのための経営戦略②【長﨑】 NBU出身若手起業家インタビュー②【橋本】

　この授業では、スタートアップを成功させるための基礎知識をで学びます。現役のベンチャーキャピタリストをゲストスピー
カーに招いてご講義いただきます。（5回シリーズ）
　内容の詳細については、開講後にお知らせします。

　この授業では、本学卒業生である若手起業家に、橋本学長がインタビューします。（2回シリーズ）
　内容の詳細については、開講後にお知らせします。

予習 講義内容に関するキーワードを各自で調べる。 予習 今回のテーマとなる企業の概要について各自確認しておきましょう。

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習 講義を聞いて感じたこと、印象に残ったこと、今後生かしたいことなどを課題にまとめましょう。

スタートアップのための経営戦略③【長﨑】 自治体の創業支援を活用しよう①【山城】

　この授業では、スタートアップを成功させるための基礎知識をで学びます。現役のベンチャーキャピタリストをゲストスピー
カーに招いてご講義いただきます。（5回シリーズ）
　内容の詳細については、開講後にお知らせします。

　この授業では、本学卒業生である若手起業家に、橋本学長がインタビューします。（2回シリーズ）
　内容の詳細については、開講後にお知らせします。

予習 講義内容に関するキーワードを各自で調べる。 予習 今回のテーマとなる企業の概要について各自確認しておきましょう。

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。

スタートアップのための経営戦略④【長﨑】 自治体の創業支援を活用しよう②【山城】

　この授業では、スタートアップを成功させるための基礎知識をで学びます。現役のベンチャーキャピタリストをゲストスピー
カーに招いてご講義いただきます。（5回シリーズ）
　内容の詳細については、開講後にお知らせします。

　この授業では、国や自治体が行う創業支援の意義と、その具体的な内容について学びます。起業が個人だけの努力では
なく、地域社会を活性化させる重要な活動であることを理解します。補助金や低利融資といった資金面の支援、創業支援施
設や専門家による相談サービスなど、さまざまな支援策を体系的に解説します。授業を通じて、学生が起業をより身近に感
じ、支援制度を積極的に活用するきっかけとすることを目指します。（2回シリーズ）

予習 講義内容に関するキーワードを各自で調べる。 予習 地元自治体又は出身自治体がどのような創業支援メニューを用意しているかを調べる。

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。

スタートアップのための経営戦略⑤【長﨑】 期末試験

　この授業では、スタートアップを成功させるための基礎知識をで学びます。現役のベンチャーキャピタリストをゲストスピー
カーに招いてご講義いただきます。（5回シリーズ）
　内容の詳細については、開講後にお知らせします。

　この授業では、国や自治体が行う創業支援の意義と、その具体的な内容について学びます。起業が個人だけの努力では
なく、地域社会を活性化させる重要な活動であることを理解します。補助金や低利融資といった資金面の支援、創業支援施
設や専門家による相談サービスなど、さまざまな支援策を体系的に解説します。授業を通じて、学生が起業をより身近に感
じ、支援制度を積極的に活用するきっかけとすることを目指します。（2回シリーズ）

予習 講義内容に関するキーワードを各自で調べる。 予習 地元自治体又は出身自治体がどのような創業支援メニューを用意しているかを調べる。

復習 授業の内容を各自で要約し、課題として提出する。 復習

　この授業では、スタートアップを成功させるための基礎知識をで学びます。現役のベンチャーキャピタリストをゲストスピー
カーに招いてご講義いただきます。（5回シリーズ）
　内容の詳細については、開講後にお知らせします。

　実施しません。

予習 講義内容に関するキーワードを各自で調べる。 予習


